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▲大型ショッピングセンターが建設

　される予定の旧松下寿電子跡地

－平成１９年度施政方針から抜粋－

行
財
政
改
革

　
新
生
三
豊
市
が
発
足
し
て
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
私
は
、
平
成
１８
年
度
は
、
三
豊
市
の
大
い
な

る
飛
躍
の
た
め
の
基
礎
づ
く
り
の
年
と
決
め
、

庁
内
に
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
各
部

門
、
部
署
ご
と
に
現
状
の
把
握
と
徹
底
し
た
事

務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
諮

問
機
関
と
し
て
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

し
て
、
行
政
改
革
大
綱
案
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
改
革
は
、
「
節
約
」「
改
善
」
と
い
う
発

想
を
超
え
、「
こ
れ
ま
で
」
と
い
う
意
識
を
断
ち

切
り
、
三
豊
市
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
ど
う
す
る

の
か
、
市
民
と
行
政
の
新
た
な
関
係
、
つ
ま
り

新
し
い
三
豊
市
を
創
造
す
る
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

提
案
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
と
め
た
改
革
プ
ラ
ン
は
、

「
三
豊
市
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
中
期
財
政
計

画
」
、
「
総
人
件
費
削
減
に
関
す
る
方
針
」
、「
補

助
金
等
の
整
理
合
理
化
・
優
遇
措
置
の
見
直
し

に
関
す
る
指
針
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
値
目

標
や
指
標
を
掲
げ
、
達
成
の
状
態
を
確
認
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
三
豊
市
は
２
４
４
施
設
も
の
建
築
物

を
有
す
る
公
共
施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
今

後
進
め
て
い
く
行
財
政
改
革
の
指
針
は
、
こ
の

既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
て
、
子
や
孫
の
世
代

に
無
駄
な
借
金
は
し
な
い
と
い
う
方
向
づ
け
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
象
徴
と
し
て
の
市
役
所
建
設
問
題
に
つ

い
て
は
、
合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
定
項
目
を

議
会
の
同
意
を
得
て
、
去
る
１２
月
議
会
で
白
紙

撤
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
旧
松
下
寿
電
子
跡
地
有
効
利
用
に
関
し
て
も
、

株
式
会
社
イ
ズ
ミ
と
の
土
地
売
買
交
渉
の
方
向

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
に
と
っ
て
も
、
雇
用

や
税
収
面
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の
製
造
産
品
や

農
水
産
物
が
こ
の
施
設
を
窓
口
と
し
て
、
新
し

い
販
路
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
第
3
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
利
用
料
金
制
度
を
と
っ
て
い
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
も
の
は
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

先
手
の
福
祉

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
１９

年
度
か
ら
、
市
内
全
域
で
順
次
運
行
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
市
民
の
足
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
「
先
手
の
福
祉
」
と
考
え
て

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
ど
ん

ど
ん
外
に
出
て
、
文
化
活
動
や
健
康
づ
く
り
活

動
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
永

く
心
や
身
体
の
健
康
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
付
加
効
果
と
し
て
、
市
内
の
各
種

施
設
利
用
が
活
発
化
し
、
市
民
交
流
も
広
域
に

行
わ
れ
、
市
の
一
体
化
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
。

「これまで」からの脱却

そして、「これから」へ

「これまで」からの脱却

そして、「これから」へ

3



平成１９年度 施政方針

4広報 2007年4月

▲三豊を代表する果物の一つ「曽保みかん」

▲２月に発足した三豊市安全安心パトロール隊

　でもヤングシルバーが大活躍しています

　
な
お
、
運
行
路
線
に
つ
い
て
は
、
当
初
２
、

３
年
は
試
行
期
間
と
し
、
そ
の
利
用
率
に
よ
っ

て
柔
軟
に
変
更
、
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

目
指
す
べ
き
三
豊
市
の
姿

　
合
併
２
年
目
と
な
る
平
成
１９
年
度
に
つ
い
て

は
、
い
よ
い
よ
「
三
豊
市
総
合
計
画
」
の
策
定

と
い
う
新
し
い
三
豊
市
づ
く
り
の
方
向
を
決
め

る
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
域
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
は
、
明

る
い
、
楽
し
い
、
豊
か
な
と
い
う
よ
う
な
観
念

的
な
概
念
で
は
な
く
、
地
域
の
特
性
や
伝
統
的

に
持
つ
「
地
力
」
に
基
づ
い
た
方
向
性
を
見
出

し
な
が
ら
、
積
極
的
な
計
画
づ
く
り
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
三
豊
市
に
は
、
企
業
側
か
ら
見
て
好
立
地
の

土
地
が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
土
地
所
有

者
や
関
係
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
さ

ら
に
企
業
誘
致
を
進
め
、
雇
用
の
場
と
安
定
し

た
税
収
の
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用

　
昨
年
、
詫
間
電
波
高
専
が
第
１８
回
全
国
高
専

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
全
国
制
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
３
回
目
の
全
国
制
覇
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
豊
市
に
は
理
科
学
の
最
先

端
の
教
育
・
研
究
機
関
が
あ
り
、
大
き
な
地
域

資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
教
育
・
研
究
機

関
と
企
業
、
三
豊
市
が
協
力
し
、
産
、
学
、
官

の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
理
科
学
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
こ
と
は
地
域
の
基
盤
を
強
化
し
、
活

力
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
三

豊
市
に
あ
る
地
域
資
源
の
活
用
の
た
め
、
本
年

「
み
と
よ
未
来
技
術
基
金
」
を
創
設
し
、
ロ
ボ

ッ
ト
を
は
じ
め
理
科
学
分
野
に
お
け
る
息
の
長

い
人
づ
く
り
事
業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
生
三
豊
市
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
「
も
の
づ
く
り
」
は
、
新
生
三
豊
市
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

　
農
業
に
お
い
て
、
三
豊
市
に
は
、
品
質
の
高

い
多
種
多
様
な
果
物
が
生
産
で
き
る
大
き
な

「
地
力
」
が
あ
り
ま
す
。
み
か
ん
、
ぶ
ど
う
、

桃
、
柿
な
ど
、
多
種
類
の
果
物
の
生
産
力
と
販

売
力
強
化
向
上
に
む
け
て
、「
フ
ル
ー
ツ
王
国
み

と
よ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
仮
称
）
を
つ

く
り
ま
す
。
本
年
度
は
専
従
の
職
員
を
配
置
し

て
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
う
え
で
、
心

と
身
体
の
健
康
と
充
実
は
不
可
欠
で
す
。
「
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
」
も
新
生
三
豊
市
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
は
こ
の
分
野
こ
そ
地
域
内
分
権

に
よ
っ
て
、
活
性
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
始
め
た
市
長
杯
は
、
す
で
に
地
域

内
分
権
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
種
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
市
民
の
手
で
行
わ
れ
、
す
で
に
合

計
２０
大
会
、
参
加
総
数
約
２
３
０
０
人
と
い
う

す
ば
ら
し
い
市
民
活
動
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
活
動
の
活
発
化
を
願
っ
て
本

年
よ
り
、
三
豊
市
日
本
一
名
誉
賞
を
設
置
し
、

市
民
み
ん
な
で
誇
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
内
分
権
と
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー

　
地
方
自
治
の
仕
組
み
は
大
き
く
変
化
し
、
国

か
ら
地
方
へ
、
地
方
か
ら
市
民
へ
、
分
権
は
流

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
が
で
き
る

こ
と
は
市
民
に
、
民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間

に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
内
に
お
け
る
分
権

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
受
け
皿
は
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
進
行
の
中
で
、
知
恵
も
経
験

も
元
気
も
あ
る
６５
歳
〜
７５
歳
の
市
民
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
層
を
高
齢
者
と
は
言

わ
ず
、
「
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
」
と
称
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
三
豊
市
ヤ
ン
グ
シ

ル
バ
ー
が
本
市
発
展
の
最
大
の
カ
ギ
を
握
る
と

考
え
ま
す
。
私
は
三
豊
市
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
や
る
気
満
々
と
見
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
が
参
加
・
活
動
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
１９
年
度
は
、
「
も
の
づ
く
り
」「
フ
ル
ー

ツ
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
先
手
の
福
祉
」「
地
域
内
分

権
」「
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
」
等
、
今
ま
で
に
な
か

っ
た
着
眼
点
を
も
っ
て
、
新
し
い
時
代
づ
く
り

に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲コミュニティバスは高齢者の生きがいづくり、

　まちの活性化にもつながります
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平
成
１９
年
度
に

　

取
り
組
む

　
　
　
主
要
事
業

心
身
と
も
に
健
康
で

　
　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
乳
幼
児
お
よ
び
高
齢
者
を
中
心
に
、
医
療
・

　
福
祉
分
野
と
連
携
し
た
各
種
検
診
サ
ー
ビ
ス

　
の
提
供
、
相
談
、
指
導
体
制
の
充
実
強
化
を

　
図
る
ほ
か
、
公
立
病
院
や
診
療
所
の
機
能
強

　
化
を
進
め
、
民
間
医
療
機
関
と
の
役
割
分
担

　
や
連
携
を
図
り
、
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め

　
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
支
援
事

　
業
や
補
助
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
開
通
を
契
機
に
、
高
齢
者

　
が
閉
じ
こ
も
ら
ず
社
会
参
加
、
社
会
貢
献
で

　
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る
ニ

　
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
組
織
を
再
編
し

　
強
化
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
は
、
老
人
介
護
支
援

　
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
や
生
き
が
い
活
動
支
援

　
通
所
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
福
祉
計

　
画
に
基
づ
き
、
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

　
障
害
児
の
居
宅
生
活
支
援
お
よ
び
施
設
訓
練

　
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

水
と
緑
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
三
豊
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的

　
な
環
境
行
政
の
指
針
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

　
す
。「
ご
み
は
す
べ
て
資
源
」
で
あ
る
と
い
う

　
意
識
を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
、
ご
み
の
減
量
化
、

　
資
源
化
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　
地
域
の
環
境
整
備
は
、
地
域
内
分
権
を
進
め
、

　
道
路
や
河
川
の
清
掃
、
公
共
施
設
の
清
掃
活

　
動
な
ど
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
自
主
的
な
参

　
加
を
促
す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
。

　
空
中
に
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
抑
制
す

　
る
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
総
合
省
エ
ネ
連
携

　
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る

　
　
　
　
　
定
住
基
盤
充
実
の
ま
ち
づ
く
り

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
配
水
管
な
ど

　
の
更
新
事
業
を
順
次
実
施
す
る
ほ
か
、
市
内

　
の
総
合
的
な
水
需
要
へ
の
対
応
と
水
道
料
金

　
の
一
本
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、「
三
豊
市
生
活

　
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
合
併
処
理
浄

　
化
槽
の
設
置
普
及
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
度
情
報
化
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

　
続
き
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
、

　
三
豊
市
の
特
性
に
合
致
し
た
シ
ス
テ
ム
を
見

　
出
す
べ
く
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
関
係
に
つ
い
て
は
、
総
合
防
災

　
計
画
に
基
づ
き
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
修

　
練
と
、
非
常
用
備
蓄
資
材
な
ど
を
確
保
し
ま

　
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
強
化
育
成
と
消
防
・

　
防
災
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
、
自
主
防
災

　
組
織
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
を

　
　
　
　
　
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
三
豊
市

　
名
産
の
お
茶
も
茶
業
組
合
や
県
普
及
セ
ン
タ

　
ー
と
連
携
を
図
り
、
さ
ら
に
「
み
と
よ
ブ
ラ

　
ン
ド
」
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　
商
工
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
外
の
人
か

　
ら
見
た
三
豊
市
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
参

　
考
に
し
な
が
ら
、
三
豊
市
の
良
さ
を
再
確
認

　
で
き
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
と
地
域
が
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
老
朽
校
舎

　
や
屋
内
運
動
場
の
整
備
、
体
育
館
防
水
工
事

　
お
よ
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
な
ど
に
取

　
り
組
む
ほ
か
、
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

　
ソ
フ
ト
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
公
設
民
営

　
体
制
を
基
本
に
し
て
取
り
組
み
、
預
か
り
保

　
育
は
市
内
２０
か
所
で
実
施
し
ま
す
。

　
不
登
校
対
策
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

　
適
応
指
導
が
必
要
な
生
徒
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
幼
保
や
小

　
中
学
校
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意

　
識
高
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
宗
吉
瓦
窯
跡
の
保
存
整
備
な
ど
、
歴
史
文
化

　
資
源
の
保
存
に
も
努
め
ま
す
。

み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
自
治
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
事

　
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
行
政
に
参
画
す
る

　
た
め
の
多
様
な
機
会
を
整
備
す
る
ほ
か
、
地

　
域
内
分
権
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
促

　
し
、
市
民
が
参
加
し
や
す
い
住
民
自
治
の
普

　
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
い
て
は
、「
三
豊
市

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
意
識

　
改
革
の
普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
」
を
見
つ
め
て

　
合
併
当
初
の
１８
年
度
は
、
ひ
た
す
ら
基
礎
固

め
の
た
め
に
行
政
改
革
大
綱
と
中
期
財
政
計
画

づ
く
り
に
集
中
し
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
は
、

そ
の
実
践
の
第
一
歩
で
あ
る
と
共
に
、
新
生
三

豊
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
、
夢
の
あ
る

「
三
豊
市
総
合
計
画
」
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
も
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
も
行
政
も
、

「
い
ま
ま
で
」
か
ら
脱
却
で
き
な
け
れ
ば
「
こ

れ
か
ら
」
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

　
今
こ
そ
、
子
や
孫
や
次
の
世
代
の
た
め
に
も

力
を
合
わ
せ
、
一
つ
に
な
っ
て
進
む
べ
き
と
き

で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
発
揮
す
べ
き

時
で
す
。

　
議
会
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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